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上記のサイトで、本製品の最新のソフトウェア情報やFAQなどのサポート情報をご覧いただけます。
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はじめに
本書は、ファームウェアVer. 1.03で追加した機能について説明しています。

本書を読むにあたり、RMX-IGNITEの取扱説明書などもあわせてお読みください。

追加機能
✓　本体表示部にECHO TIMEノブの状態を表示するUTILITY設定を追加しました。

ECHO TIMEノブ表示の設定を変更する

1     [BROWSE/UTILITY]ボタンを長押しする

　　　  [UTILITY]画面が表示されます。

2    マルチエンコーダーを回して[PHASE/ECHO INFO]を選択し、

　  マルチエンコーダを押す

3    設定を変更する

 　　　設定値：PHASE*、ECHO、BOTH

 　　　* お買い上げ時の設定

 　　・設定をキャンセルするには、[BACK]ボタンを押します。

4    [BROWSE/UTILITY]ボタンを押す

 　　　[UTILITY]画面が閉じ、設定した内容が本体表示部の上部に表示されます。



故障かな？と思ったら

故障かな？と思ったら、下記の項目およびAlphaThetaサポートページへアクセスして、

[RMX-IGNITE]の[よくある質問 (FAQ)]を確認してください。

alphatheta.com/support/Japan/

◆ 同期先のマルチプレーヤーのPHASE METERが表示されない

 ・　UTILITY設定で[PAHSE/ECHO INFO]を[PHASE]または[BOTH]に変更してください。

　　[ECHO]に設定されているときは、本体表示部には同期先のマルチプレーヤーの情報は

　　Player No.のみ表示されます。

◆ ECHO TIMEノブの設定状態が表示されない

 ・　UTILITY設定で[PAHSE/ECHO INFO]を[ECHO]または[BOTH]に変更してください。

 　　[PHASE]に設定されているときは、本体表示部には[ECHO TIME]ノブの設定状態は表示されません。
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